
第23回　立山環境美化登山第23回　立山環境美化登山第23回　立山環境美化登山
開 催 日：平成２７年７月１９日 (日)　曇りのち雨

開催場所：立山室堂周辺　　参加人数：５８名

富山県が、自然公園美化思想の普及を図るため実施している自然公園クリーンデーの事業として、当組合は立山環
境美化登山を平成５年から継続して実施しており、本年で23回目を迎えました。地域の環境保全に寄与することを目
的とし、富山県の代表的な観光地である立山に登って「ゴミを拾う運動」です。近年は、登山者の意識も向上し、様々
な美化活動によりごみはあまり落ちていません。参加することにより、環境に対する意識を改めて認識することも目
的の一つです。今回は県の「森・川・海」リレー清掃キャンペーンにも登録し、富山県からは８名ご参加いただき、
総勢58名で美化活動を行いました。「第４回外来植物の除去活動」も行い11名が参加し、１時間ほどでイタドリ3,462
本を除去しました。立山環境美化登山の近年の天候は、午前中が曇でも帰りは大雨などと変化が激しく、ひしひしと
地球規模での気候の変動を感じます。今年は、高山植物のチングルマやヨツバシオガマが満開でとてもきれいでした。

「第4回外来植物除去活動」11名参加
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拾ったゴミの集計（394個）

イタドリ3,462本除去 「森・川・海」リレー清掃キャンペーン　わたしたちのメッセージ
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26年度「要望書」 【26年度の要望】
一般廃棄物処理業務委託について
安定かつ恒常的な適正契約締結に
ついて
下水道の整備等に伴う一般廃棄物
処理計画業務等の合理化に関する
特別措置法の遵守について
単独処理浄化槽から合併処理浄化
槽への転換について
浄化槽の信頼向上と安心して使え
る対策について
震災時の避難所に浄化槽の設置に
ついて

市町村の委託または許可で一般廃棄物の収集運搬業務をおこ
なっていますが、富山県環境保全協同組合として現場からの提
案であったり、業務の安定、安全、安心のための要望等を毎年、
県知事と県議会議長、市町村長と各議長に提出しています。都
合がつけば市町村長に直接説明をすることもあります。私たち
は法律を遵守しながら、住民の皆さんが安心して快適な生活が
できるよう日々、こだわりを持って業務をお
こなっています。行政においても担当者が数
年で交代されるということもあり、情報提供
として日頃の課題をお伝えする意味で要望書
や陳情書を提出しています。

ゴミの種類数 ゴミの種類数
お菓子の包み紙
プラスチック類
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≪議　案≫　第１号議案　平成26年度事業報告承認の件
　　　　　　第２号議案　平成26年度収支決算承認の件（監査報告） 
　　　　　　第３号議案　平成27年度事業計画（案）承認の件
　　　　　　第４号議案　平成27年度収支予算（案）承認の件
　　　　　　　　　　　　その他 

富山県環境保全協同組合の平成27年度通常総会を、４月28日（火）午後２時より組合会館で開催した。
専務理事廣瀬淳が開会を宣し、議長を選任の結果、定塚慎太郎氏が選任された。

平成26年度事業報告及び収支決算報告、平成27年度事業計画（案）及び収支予算（案）について審議
し異議なく承認された。 

平成27年９月１日 （３） 第27号 平成27年９月１日 （２） 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  

富山県環境保全協同組合　平成27年度第29回通常総会 
《清掃協会・環境保全協会から55回目》 

ご 挨 拶  
富山県環境保全協同組合　理事長 

上　田　勝　朗 
本年度は、昨年度からの継続事項を重点に事業計画を進め、更に発展的に協同組合員相互の繁栄と業

務の安定化を図り、社会貢献も積極的に進めたい。 

《平成27年度事業計画》 

廃棄物の処理及び清掃各業務の委託・許可、営業既得権益の確
保に邁進する。 

国や県、市町村が行う下水道整備年次計画に伴って生ずる「下
水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に関する特別
措置法」に基づく代替業務、転配交付金等の補償に総力を集中し、
関係機関に対し強力な陳情、要請要望活動を進める。 

市町村の固有事務であるし尿収集運搬業務の実態を訴え、相互
連携の中で法律を遵守し、適正料金への価格改定を勢力的に進
めていく。 

浄化槽の保守点検及び清掃技術の向上のため、講習会及び広報
と啓蒙活動の実施や優良協会及び事業所の視察、又、業界新情
報の収集等業務体系の前進拡大を期す。 

啓蒙が必要と考える環境問題について、広く理解してもらうこ
とと組合の活動や組合員の事業の認知度を高めるために、ホー
ムページを充実させ情報を発信する。 

共同購入事業の円滑な推進を図るため、組合員の取り扱う消耗
資材の共同購入を行う。 

交通安全、労働災害等事故の防止のための労働安全衛生事業の
推進を図る。 

周囲の諸情勢認識の中で、組合員相互の団結と融和で組織の強
化に務める。 

一般廃棄物、産業廃棄物の適正処理処分及びリサイクルを図り、
地域の環境保全や循環型社会の構築に寄与する。 

地球温暖化の進行を抑えるために、組織的に温暖化防止対策に
取り組む。 

行政機関及び関係諸団体との連携の強化。 

各所属団体の表彰に関して積極的に推進する。 

組合を通じての社会貢献活動 

平成27年度主管を予定される大会（会議）の準備 

東日本大震災の復興支援。 

一般廃棄物の収集運搬に関
するマニュアルの作成 

復興の支援と震災対策から
学ぶ協同組合としての行動
マニュアル作成 

現在の事業を生かしながら
新規事業の開発 
環境保全懇話会 

各市町村を訪問説明 
（要望書） 

共同購入 
共同商品、共同事業の開発 

業界の現状認識と今後の事
業研究開発 

会員の国、県、市町村並び
に団体の表彰 

立山環境美化登山 
各社でのクリーン作戦 

（一社）日本環境保全協会全国大会 
北陸環境保全協会の事業及び運営 

各市町村を訪問説明 

原価計算書の作成 

会報の発行とＨＰの更新 

安全対策の研修、研究 

環境イベントに参加 

各種懇談会・県議会と懇談会 

各市町村を訪問説明 （要望書） 

先進地の視察研修 

各種研修会の開催 

計　　　　　画 事　業　内　容 
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３月14日に北陸新幹線が開
業したことにより、観光客が
増え盛り上がりの中で、県西
部にはアウトレット、イオン
モール、コストコなどの大型

ショッピングセンターがオープンし、求人倍率
２～３倍という状況になっています。喜んでい
る人ばかりではないと思いますが、大きな変化
の中にあって、新幹線効果を感じながらも、本
当に地方の発展、中小企業、小さな商店にまで
良い影響となるのか心配です。 

その中で私たちは、一般社団法人日本環境保
全協会の全国大会である一般廃棄物適正処理推
進大会を主管し、業界の発展と富山県を知って

いただくために、１年前から準備を進めてきま
した。忙しい中にも一般廃棄物業界の地位向上、
業務発展を目標に本来の活動も充実させながら
活動しています。 

会員各社、市町村の委託許可をいただいてラ
イフラインである業務を行っていますが、業を
通じて専門分野で地域社会の発展に貢献したい
と考えています。 

本年は、７委員会プラス青年部会で運営して
いますが、23回目の立山環境美化登山や26回目
の県環境政策課との懇談会、27号の会報作成など、
企画運営しながら、会員の交流による情報交換
や業界における人材育成にも貢献していると思
います。環境保全という業務の中で、現場の情
報を発信しながら県や市町村と連携をして県民
の生活環境保全、安心して使えるライフライン
の確保を目指して頑張ります。
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した。忙しい中にも一般廃棄物業界の地位向上、
業務発展を目標に本来の活動も充実させながら
活動しています。 

会員各社、市町村の委託許可をいただいてラ
イフラインである業務を行っていますが、業を
通じて専門分野で地域社会の発展に貢献したい
と考えています。 

本年は、７委員会プラス青年部会で運営して
いますが、23回目の立山環境美化登山や26回目
の県環境政策課との懇談会、27号の会報作成など、
企画運営しながら、会員の交流による情報交換
や業界における人材育成にも貢献していると思
います。環境保全という業務の中で、現場の情
報を発信しながら県や市町村と連携をして県民
の生活環境保全、安心して使えるライフライン
の確保を目指して頑張ります。



平成27年９月１日 （５） 第27号 平成27年９月１日 （４） 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  

一般社団法人日本環境保全協会平成27年度定時総会及び中央事業 
＝「特別講演会」・「懇親会」・「環境保全機器展」＝ 

○開 催 日： 
○会　　場： 
○特別講演： 
 
 
 
○懇 親 会  

平成26年11月19日（水） 
ホテルニューグランド 
第一部　演題　「一般廃棄物処理に関連する判例動向について」 
　　　　講師　（一社）日本環境保全協会顧問弁護士　平松　和也　氏 
第二部　演題　「廃棄物処理・リサイクル行政の動向について」 
　　　　講師　　環境省・廃棄物対策課長　和田　篤也　氏 

一般社団法人日本環境保全協会 
平成26年度一般廃棄物適正処理推進大会（神奈川県大会） 

○開　催　日： 
○会　　　場： 
○第２回定時代議員会 
 
 
 
 
 
 
○特　別　講　演　会： 
 
○環境保全議員連盟総会 
○懇　　　親　　　会 
○第49回環境保全機器展 

平成27年６月４日（木） 
ホテルグランドパレス 
 
議　　事　１．平成26年度事業報告について 
　　　　　２．平成26年度収支決算承認について 
　　　　　３．理事退任に伴う理事選出について 
　　　　　４．平成27年度事業計画について 
　　　　　５．平成27年度収支予算書について 
　　　　　６．その他 
　　　　　演　題　「一般廃棄物処理業の法的位置づけと判例動向について」 
　　　　　講　師　（一社）日本環境保全協会顧問弁護士　平松　和也　氏 

○開　催　日： 
○会　　　場： 
○特別講演会： 
 
○新年賀詞交歓会 

平成27年１月16日（金） 
ホテルグランドパレス 
演題　「廃棄物処理と衛生確保の歴史をたどる」 
講師　　＝麻布大学大学院教授　早川　哲夫　氏＝ 

一般社団法人日本環境保全協会 
平成27年１月新春特別講演会・新年賀詞交歓会 

○開　催　日： 
○研修会会場： 
 
 
 
 
 
○懇親会会場： 

平成27年３月16日（月） 
一般社団法人東京環境保全協会大会議室 
議　事　①協議会規程について 
　　　　②正副委員長選出について 
研修会　演題　「メンタルヘルス・ストレス 

　 診断対策（労働安全衛生法改正）について」 
　　　　講師　　アイエムエフ㈱　ＣＥＯ　大塚　博已　氏 
ホテルグランドパレス 

一般社団法人日本環境保全協会 
「第１回青年部事業推進協議会・研修会」 

環境保全議員連盟会長　山東　昭子　氏 (一社)日本環境保全協会　顧問弁護士　平松　和也　氏 

望月義夫環境大臣 小池百合子元環境大臣 中川雅治参議院議員 
環境保全議員連盟事務局長 

（一社）東京環境保全協会　鈴木尚紀青年部会長と 
富山県環境保全協会　原野　誠青年部会長 

原野副委員長の挨拶 

平松弁護士 環境保全議員連盟の方々 田畑裕明代議士と懇親会にて 

宇田川会長 

・・・　原野　誠氏が副委員長に就任　・・・ 



平成27年９月１日 （５） 第27号 平成27年９月１日 （４） 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  

一般社団法人日本環境保全協会平成27年度定時総会及び中央事業 
＝「特別講演会」・「懇親会」・「環境保全機器展」＝ 

○開 催 日： 
○会　　場： 
○特別講演： 
 
 
 
○懇 親 会  

平成26年11月19日（水） 
ホテルニューグランド 
第一部　演題　「一般廃棄物処理に関連する判例動向について」 
　　　　講師　（一社）日本環境保全協会顧問弁護士　平松　和也　氏 
第二部　演題　「廃棄物処理・リサイクル行政の動向について」 
　　　　講師　　環境省・廃棄物対策課長　和田　篤也　氏 

一般社団法人日本環境保全協会 
平成26年度一般廃棄物適正処理推進大会（神奈川県大会） 

○開　催　日： 
○会　　　場： 
○第２回定時代議員会 
 
 
 
 
 
 
○特　別　講　演　会： 
 
○環境保全議員連盟総会 
○懇　　　親　　　会 
○第49回環境保全機器展 

平成27年６月４日（木） 
ホテルグランドパレス 
 
議　　事　１．平成26年度事業報告について 
　　　　　２．平成26年度収支決算承認について 
　　　　　３．理事退任に伴う理事選出について 
　　　　　４．平成27年度事業計画について 
　　　　　５．平成27年度収支予算書について 
　　　　　６．その他 
　　　　　演　題　「一般廃棄物処理業の法的位置づけと判例動向について」 
　　　　　講　師　（一社）日本環境保全協会顧問弁護士　平松　和也　氏 

○開　催　日： 
○会　　　場： 
○特別講演会： 
 
○新年賀詞交歓会 

平成27年１月16日（金） 
ホテルグランドパレス 
演題　「廃棄物処理と衛生確保の歴史をたどる」 
講師　　＝麻布大学大学院教授　早川　哲夫　氏＝ 

一般社団法人日本環境保全協会 
平成27年１月新春特別講演会・新年賀詞交歓会 

○開　催　日： 
○研修会会場： 
 
 
 
 
 
○懇親会会場： 

平成27年３月16日（月） 
一般社団法人東京環境保全協会大会議室 
議　事　①協議会規程について 
　　　　②正副委員長選出について 
研修会　演題　「メンタルヘルス・ストレス 

　 診断対策（労働安全衛生法改正）について」 
　　　　講師　　アイエムエフ㈱　ＣＥＯ　大塚　博已　氏 
ホテルグランドパレス 

一般社団法人日本環境保全協会 
「第１回青年部事業推進協議会・研修会」 

環境保全議員連盟会長　山東　昭子　氏 (一社)日本環境保全協会　顧問弁護士　平松　和也　氏 

望月義夫環境大臣 小池百合子元環境大臣 中川雅治参議院議員 
環境保全議員連盟事務局長 

（一社）東京環境保全協会　鈴木尚紀青年部会長と 
富山県環境保全協会　原野　誠青年部会長 

原野副委員長の挨拶 

平松弁護士 環境保全議員連盟の方々 田畑裕明代議士と懇親会にて 

宇田川会長 

・・・　原野　誠氏が副委員長に就任　・・・ 



平成27年９月１日 （７） 第27号 平成27年９月１日 （６） 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  

○開 催 日： 

○視 察 先： 

○参加人数： 

平成27年７月３日（金）～７日（火） 

ハワイ５日間 

10名（福井県４名・富山県６名・石川県０名） 

北陸環境保全協会　海外研修旅行 

「北陸環境保全協会　平成26年度全体会議」 
○開 催 日： 
○会　　場： 
○会　　議： 
 
 
○講 演 会： 
 
 
○受　　賞： 
 

平成26年９月11日（木） 
あわら温泉「グランディア芳泉」 
議題　①平成25年度会務報告並びに収支決算報告 
　　　②各県の現状報告 
　　　　その他 
演題「一般廃棄物処理業に係わる諸情勢について」 
講師（一社）日本環境保全協会専務理事　阿久津　民和　氏 
功労会員表彰　富山県受賞者（２名） 
　デムラ工業株式会社　取　締　役　出村　康夫 
　株式会社アムテック　専務取締役　岩上　吉弘 

「室蘭環境産業施設視察」 
○開 催 日： 
○視 察 先： 
 
○訪　　問： 
○企　　画： 

平成26年10月29日（水）～31日（金） 
JESCO（日本環境安全事業㈱）北海道事業所 
北海道PCB廃棄物処理施設 
北海道庁　北海道知事　高橋はるみ氏と面談 
調査研究委員会 

研修会「新規事業で企業発展」 
○開 催 日： 
○会　　場： 
○演　　題： 
○講　　師： 
○企　　画： 

平成27年２月23日（月） 
パレブラン高志会館 
「新規事業で企業発展」 
芝本産業㈱　代表取締役　芝本　忠雄　氏 
研修開発委員会 

○開 催 日： 
○会　　場： 
○講　　演： 
 
 
 
○出 席 者： 
 
 

平成26年9月19日（金） 
京王プラザホテル札幌 
演題　「ホッカイドウ・アズ・ナンバーワン 
　　　　　－アジアの中の北海道の未来－」 
講師　　株式会社北洋銀行　地域産業支援部 
　　　　　　　　　　顧問　石森　秀三　氏 
富山県環境保全協同組合 
　　青年部会　長　原野　　誠 
　　　　　副会長　山内　大輔 
　　　　　副会長　竹林　　亨 

一般社団法人北海道環境保全協会青年部会 
設立二十周年記念式典・祝賀会 



平成27年９月１日 （７） 第27号 平成27年９月１日 （６） 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  

○開 催 日： 

○視 察 先： 

○参加人数： 

平成27年７月３日（金）～７日（火） 

ハワイ５日間 

10名（福井県４名・富山県６名・石川県０名） 

北陸環境保全協会　海外研修旅行 

「北陸環境保全協会　平成26年度全体会議」 
○開 催 日： 
○会　　場： 
○会　　議： 
 
 
○講 演 会： 
 
 
○受　　賞： 
 

平成26年９月11日（木） 
あわら温泉「グランディア芳泉」 
議題　①平成25年度会務報告並びに収支決算報告 
　　　②各県の現状報告 
　　　　その他 
演題「一般廃棄物処理業に係わる諸情勢について」 
講師（一社）日本環境保全協会専務理事　阿久津　民和　氏 
功労会員表彰　富山県受賞者（２名） 
　デムラ工業株式会社　取　締　役　出村　康夫 
　株式会社アムテック　専務取締役　岩上　吉弘 

「室蘭環境産業施設視察」 
○開 催 日： 
○視 察 先： 
 
○訪　　問： 
○企　　画： 

平成26年10月29日（水）～31日（金） 
JESCO（日本環境安全事業㈱）北海道事業所 
北海道PCB廃棄物処理施設 
北海道庁　北海道知事　高橋はるみ氏と面談 
調査研究委員会 

研修会「新規事業で企業発展」 
○開 催 日： 
○会　　場： 
○演　　題： 
○講　　師： 
○企　　画： 

平成27年２月23日（月） 
パレブラン高志会館 
「新規事業で企業発展」 
芝本産業㈱　代表取締役　芝本　忠雄　氏 
研修開発委員会 

○開 催 日： 
○会　　場： 
○講　　演： 
 
 
 
○出 席 者： 
 
 

平成26年9月19日（金） 
京王プラザホテル札幌 
演題　「ホッカイドウ・アズ・ナンバーワン 
　　　　　－アジアの中の北海道の未来－」 
講師　　株式会社北洋銀行　地域産業支援部 
　　　　　　　　　　顧問　石森　秀三　氏 
富山県環境保全協同組合 
　　青年部会　長　原野　　誠 
　　　　　副会長　山内　大輔 
　　　　　副会長　竹林　　亨 

一般社団法人北海道環境保全協会青年部会 
設立二十周年記念式典・祝賀会 



「富山県生活環境文化部環境政策課との研修会」 

富山県議会自由民主党福祉環境部会との意見交換会 

≪受賞者≫　富山県環境保全協同組合　専務理事 
　　　　　　株式会社公生社　代表取締役社長　廣瀬　淳　氏 
◇受賞日：平成26年10月１日 
◇会　場：東京會舘「第28回全国浄化槽大会」席上 
 
≪受賞記念祝賀会≫ 
◇発起人：代表　上田和男 
　　　　　　　　竹林　悟、廣瀬和夫、山内大輔 
◇開催日：平成26年12月11日（木） 
◇会　場：オークスカナルパークホテル富山 
◇出席者：組合員19名・事務局１名 
　　　　　竹林　悟・竹林　亨・上田和男・上田勝朗・山内大輔・廣瀬和夫・廣瀬美津子 
　　　　　数井勝己・針田正尚・原田義夫・金井武史・島　正己・島　小一・定塚慎太郎 
　　　　　出村康夫・嶋田仁司・中井宗義・長田聖真・藤永吉成・松田繁子 

平成27年９月１日 （９） 第27号 平成27年９月１日 （８） 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  

表彰受賞祝賀会 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 

表彰受賞祝賀会 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 

表彰受賞祝賀会 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 

◇受章内容： 
 
 
 
 
◇植 樹 日： 
◇樹 木 名： 
◇記 念 碑： 

 
廣瀬　敏雄　氏　H.15.11.３　旭日双光章 
（前理事長㈱魚津清掃公社取締役会長） 
中條　忠雄　氏　H.25.11.３　旭日双光章 
（前理事長前㈱高岡市衛生公社常務取締役） 

平成27年３月17日 
シダレ桜（２本） 
白御影石（２個） 

叙勲受章記念植樹（受章者のご寄贈による） 叙勲受章記念植樹（受章者のご寄贈による） 叙勲受章記念植樹（受章者のご寄贈による） 

富山県議会自由民主党福祉環境部会との意見交換会 富山県議会自由民主党福祉環境部会との意見交換会 
○開 催 日： 
○会　　場： 
○出 席 者： 
 
 
 
 
 
○内　　容： 
 

平成26年10月24日(金) 
議事堂３階中会議室 
自由民主党福祉環境部会　部 会 長　五十嵐　務　氏 
　　　　　　　　　　　　副部会長　奥野　詠子　氏 
　　　　　　　　　　　　部 会 員　鹿熊　正一　氏 
　　　　　　　　　　　　部 会 員　中川　忠昭　氏 
　　　　　　　　　　　　部 会 員　高野　行雄　氏 
富山県環境保全協同組合理事・監事11名 
①富山県環境保全協同組合の概要について 
②富山県環境保全協同組合からの要望・意見 
③自由民主党福祉環境部会からの質問 

○開 催 日： 
○会　　場： 
○企　　画： 
○講　　師： 
○内　　容： 

平成27年１月15日（木） 
富山商工会議所91号室 
総務委員会 
富山県生活環境文化部環境政策課　主幹　廃棄物対策班　中島　浩薫　氏 
「快適な生活と美しい水環境を目指して」　－信頼される浄化槽のあり方－ 

「富山県生活環境文化部環境政策課との研修会」 「富山県生活環境文化部環境政策課との研修会」 



「富山県生活環境文化部環境政策課との研修会」 

富山県議会自由民主党福祉環境部会との意見交換会 

≪受賞者≫　富山県環境保全協同組合　専務理事 
　　　　　　株式会社公生社　代表取締役社長　廣瀬　淳　氏 
◇受賞日：平成26年10月１日 
◇会　場：東京會舘「第28回全国浄化槽大会」席上 
 
≪受賞記念祝賀会≫ 
◇発起人：代表　上田和男 
　　　　　　　　竹林　悟、廣瀬和夫、山内大輔 
◇開催日：平成26年12月11日（木） 
◇会　場：オークスカナルパークホテル富山 
◇出席者：組合員19名・事務局１名 
　　　　　竹林　悟・竹林　亨・上田和男・上田勝朗・山内大輔・廣瀬和夫・廣瀬美津子 
　　　　　数井勝己・針田正尚・原田義夫・金井武史・島　正己・島　小一・定塚慎太郎 
　　　　　出村康夫・嶋田仁司・中井宗義・長田聖真・藤永吉成・松田繁子 

平成27年９月１日 （９） 第27号 平成27年９月１日 （８） 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  

表彰受賞祝賀会 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 

表彰受賞祝賀会 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 

表彰受賞祝賀会 
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 

◇受章内容： 
 
 
 
 
◇植 樹 日： 
◇樹 木 名： 
◇記 念 碑： 

 
廣瀬　敏雄　氏　H.15.11.３　旭日双光章 
（前理事長㈱魚津清掃公社取締役会長） 
中條　忠雄　氏　H.25.11.３　旭日双光章 
（前理事長前㈱高岡市衛生公社常務取締役） 

平成27年３月17日 
シダレ桜（２本） 
白御影石（２個） 

叙勲受章記念植樹（受章者のご寄贈による） 叙勲受章記念植樹（受章者のご寄贈による） 叙勲受章記念植樹（受章者のご寄贈による） 

富山県議会自由民主党福祉環境部会との意見交換会 富山県議会自由民主党福祉環境部会との意見交換会 
○開 催 日： 
○会　　場： 
○出 席 者： 
 
 
 
 
 
○内　　容： 
 

平成26年10月24日(金) 
議事堂３階中会議室 
自由民主党福祉環境部会　部 会 長　五十嵐　務　氏 
　　　　　　　　　　　　副部会長　奥野　詠子　氏 
　　　　　　　　　　　　部 会 員　鹿熊　正一　氏 
　　　　　　　　　　　　部 会 員　中川　忠昭　氏 
　　　　　　　　　　　　部 会 員　高野　行雄　氏 
富山県環境保全協同組合理事・監事11名 
①富山県環境保全協同組合の概要について 
②富山県環境保全協同組合からの要望・意見 
③自由民主党福祉環境部会からの質問 

○開 催 日： 
○会　　場： 
○企　　画： 
○講　　師： 
○内　　容： 

平成27年１月15日（木） 
富山商工会議所91号室 
総務委員会 
富山県生活環境文化部環境政策課　主幹　廃棄物対策班　中島　浩薫　氏 
「快適な生活と美しい水環境を目指して」　－信頼される浄化槽のあり方－ 

「富山県生活環境文化部環境政策課との研修会」 「富山県生活環境文化部環境政策課との研修会」 



平成27年９月１日 （11） 第27号 平成27年９月１日 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  （10） 

富山県生活環境文化部環境政策課・富山県環境保全協同組合 
第26回行政懇談会概要 

○開催日時： 

○開催場所： 

○ご 来 賓： 

 

 

○出 席 者： 

 

平成27年８月３日（月）午後２時～３時30分 

富山県民会館705号室 

富山県生活環境文化部環境政策課　課長　　　　　　杉田　　聡　氏 

富山県生活環境文化部環境政策課　廃棄物対策班長　中島　浩薫　氏 

富山県生活環境文化部環境政策課　主任　　　　　　的場　義典　氏 

竹林　悟・竹林　亨・上田和男・上田勝朗・山内大輔・廣瀬和夫 

廣瀬　淳・数井勝己・針田正尚・原田義夫・岩上吉弘・定塚慎太郎 

出村康夫・原野　誠・長田聖真 

青年部会特別会員：齋藤隆宏・針田　慶・島　秀憲　　　　　　　　　　　　　順不同 

≪　講　　演　≫ 

　○演　　題： 

 

 

「これからの廃棄物行政の動向について」 

　講師：廃棄物対策班長　中島　浩薫　氏 

 

 

 

１．とやま廃棄物プランの改定 

２．ごみの減量化の取り組み 

３．信頼される浄化槽を目指して　 

４．その他 

○議　　題 
①単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への入れ替えの状況や計画について 

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への入れ替えの促進は、地域の水辺や河川、美しい富山湾を
守る意味で大変重要で、急がなければならないことだと思います。単独浄化槽の場合は雑排水が未
処理なために、富山県の自慢である名水が地域の河川において自慢できない状況であると感じてい
ます。単独浄化槽の11条検査をＰＲしていて、虚しく感じることがあります。今後、国の政策もあ
ると思いますが、「地方創生」という観点からも富山県の特色である名水を守るためにも、富山県
の具体的な取り組みがあればお聞かせ願います。 
 

②11条検査の受検率UPについて 
富山県浄化槽協会によるテレビやラジオＣＭや普及員による訪問などにより法定検査受験率向上

のＰＲなど行なってきましたが、もっと市町村の協力があれば向上するのではないかと感じていま
すが、県から市町村への働きかけはどのようにされているのでしょうか。 

 
③無管理浄化槽について 

無管理浄化槽実態が現場ではよくわからないのが現状で、無届であったり、下水道に接続すると
いって接続されないまま放置されていたり、故障するまでわからないのが現状です。この情報不足
が11条検査の受検率の低下にも関係していると思われますが、具体的に今後、無管理浄化槽につい
てどのような対策を考えているかをお尋ねします。 

 
④無料回収業者への指導について 

無料回収業者が廃家電等を回収し、自ら解体、分別した後の廃棄物が山積みの光景を時々見かけ
ます。無料で回収しているので、廃棄物処理法には 触しないのでしょうか。苦情があった場合、
指導などは行われるのでしょうか。今後、このような業者の登録制度を作って指導することが必要
なのではないでしょうか。 

 
⑤地球温暖化のための県としての啓発活動について 

富山県では、地球温暖化の影響で年々降雪量が減り、夏の水不足が心配されます。（立山などの
高地は除く）地球温暖化の防止の為に、県としての一層の啓発活動としてどのような取り組みを行
っていきますか。 

 
⑥浄化槽の信頼を高めるための対策について 

下水道と同等の能力があって設置費用が安価で地震に強いといわれる浄化槽ですが、住民の皆さ
んは下水道を希望する方が多いのが実態です。下水道と浄化槽の役割分担による生活排水処理が適
正だと多くの専門家が提言され、国においてもその方向で検討されているようですが、なぜ浄化槽
の設置が増えないかということが調査研究されていないのではないかと思います。富山県において
は、なぜ浄化槽の設置が進まないのでしょう。浄化槽が下水道並の信頼を高めるには、どのような
対策が必要とお考えでしょうか。 



平成27年９月１日 （11） 第27号 平成27年９月１日 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  （10） 

富山県生活環境文化部環境政策課・富山県環境保全協同組合 
第26回行政懇談会概要 

○開催日時： 

○開催場所： 

○ご 来 賓： 

 

 

○出 席 者： 

 

平成27年８月３日（月）午後２時～３時30分 

富山県民会館705号室 

富山県生活環境文化部環境政策課　課長　　　　　　杉田　　聡　氏 

富山県生活環境文化部環境政策課　廃棄物対策班長　中島　浩薫　氏 

富山県生活環境文化部環境政策課　主任　　　　　　的場　義典　氏 

竹林　悟・竹林　亨・上田和男・上田勝朗・山内大輔・廣瀬和夫 

廣瀬　淳・数井勝己・針田正尚・原田義夫・岩上吉弘・定塚慎太郎 

出村康夫・原野　誠・長田聖真 

青年部会特別会員：齋藤隆宏・針田　慶・島　秀憲　　　　　　　　　　　　　順不同 

≪　講　　演　≫ 

　○演　　題： 

 

 

「これからの廃棄物行政の動向について」 

　講師：廃棄物対策班長　中島　浩薫　氏 

 

 

 

１．とやま廃棄物プランの改定 

２．ごみの減量化の取り組み 

３．信頼される浄化槽を目指して　 

４．その他 

○議　　題 
①単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への入れ替えの状況や計画について 

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への入れ替えの促進は、地域の水辺や河川、美しい富山湾を
守る意味で大変重要で、急がなければならないことだと思います。単独浄化槽の場合は雑排水が未
処理なために、富山県の自慢である名水が地域の河川において自慢できない状況であると感じてい
ます。単独浄化槽の11条検査をＰＲしていて、虚しく感じることがあります。今後、国の政策もあ
ると思いますが、「地方創生」という観点からも富山県の特色である名水を守るためにも、富山県
の具体的な取り組みがあればお聞かせ願います。 
 

②11条検査の受検率UPについて 
富山県浄化槽協会によるテレビやラジオＣＭや普及員による訪問などにより法定検査受験率向上

のＰＲなど行なってきましたが、もっと市町村の協力があれば向上するのではないかと感じていま
すが、県から市町村への働きかけはどのようにされているのでしょうか。 

 
③無管理浄化槽について 

無管理浄化槽実態が現場ではよくわからないのが現状で、無届であったり、下水道に接続すると
いって接続されないまま放置されていたり、故障するまでわからないのが現状です。この情報不足
が11条検査の受検率の低下にも関係していると思われますが、具体的に今後、無管理浄化槽につい
てどのような対策を考えているかをお尋ねします。 

 
④無料回収業者への指導について 

無料回収業者が廃家電等を回収し、自ら解体、分別した後の廃棄物が山積みの光景を時々見かけ
ます。無料で回収しているので、廃棄物処理法には 触しないのでしょうか。苦情があった場合、
指導などは行われるのでしょうか。今後、このような業者の登録制度を作って指導することが必要
なのではないでしょうか。 

 
⑤地球温暖化のための県としての啓発活動について 

富山県では、地球温暖化の影響で年々降雪量が減り、夏の水不足が心配されます。（立山などの
高地は除く）地球温暖化の防止の為に、県としての一層の啓発活動としてどのような取り組みを行
っていきますか。 

 
⑥浄化槽の信頼を高めるための対策について 

下水道と同等の能力があって設置費用が安価で地震に強いといわれる浄化槽ですが、住民の皆さ
んは下水道を希望する方が多いのが実態です。下水道と浄化槽の役割分担による生活排水処理が適
正だと多くの専門家が提言され、国においてもその方向で検討されているようですが、なぜ浄化槽
の設置が増えないかということが調査研究されていないのではないかと思います。富山県において
は、なぜ浄化槽の設置が進まないのでしょう。浄化槽が下水道並の信頼を高めるには、どのような
対策が必要とお考えでしょうか。 



平成27年９月１日 （13） 第27号 平成27年９月１日 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  （12） 

富山県生活環境文化部環境政策課　　　　　 
廃棄物対策班長　中島　浩薫 

特別寄稿 ふるさとの海を守り、 
　豊かな恵みを未来へつなぐ 

第35回全国豊かな海づくり大会～富山大会～ 
　　　　　　　－海と森つながる未来命の輪－ 

射水市長　夏野　元志 

▲海上歓迎・放流行事のイメージ 

 
 
 
 
 
「全国豊かな海づくり大会」は、水産資源

の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の
大切さを広く国民に訴えるとともに、つくり
育てる漁業の推進を通じて、明日のわが国漁
業の振興と発展をはかることを目的として１、
毎年各地で開催されている国民的行事です。 

この海づくり大会が、今年10月24日、25日に、
「第35回全国豊かな海づくり大会・富山大会」
として射水市をメーン会場に開催されます。
射水市は今年、合併して10年を迎えますので、
この大きな節目となる年に「全国豊かな海づ
くり大会」を開催できることは、非常に光栄
なことです。 

さて、全国豊かな海づくり大会・富山大会
のテーマは、「海と森つながる未来命の輪」
です。このテーマのもと①水産業の明るい未
来につなげていく大会、②「森・川・海」の
環境保全の推進、③おいしい富山の魚など富
山県の魅力発信、④環日本海・アジア地域と
の交流拠点をアピール、⑤「おもてなしの心」
で「温かみ」のある大会の５つを基本方針と
して、県民挙げて取り組んでいる豊かな海づ
くりを一層推進するとともに、神秘の海富山
湾ではぐくまれたおいしい魚、県民参加の森
づくりや国際環境協力など富山県の魅力や先
駆的な取組みを国内外にＰＲするため、射水
市と富山県、関係団体が一緒になって海づく
り大会の成功に向けて取り組んでいるところ
です。 

たとえば射水市では、地元保育園児に魚の
絵を描いてもらったカウントダウンボードを
設置したり、大会開催をＰＲする広告を印刷

した年賀状を販売したり、また稚魚の放流、
海岸清掃や小学校キャラバン、そして出前講
座などに出向くなど、市と市民のみなさんと
が一緒になって海づくり大会開催までの機運
を醸成するために、さまざまな機会を捉えて
啓発活動を行っています。 

さらに、富山湾の「世界で最も美しい湾ク
ラブ」への加盟、県民待望の北陸新幹線の開
業により、県外、特に首都圏の方に富山湾の
シロエビやカニなどの豊かな水産資源、海王
丸パークから望む新湊大橋、立山連峰などの
美しい景観、そして富山の歴史と伝統芸能が
広く認知されるようになりました。これらの
強みを十分に活かして海づくり大会を盛り上げ、
県民をはじめ、射水市民のみなさんにも積極
的に豊かな海づくりの活動に継続的に携わっ
てもらうことで、富山のふるさとの海を守り、
「森・川・海」の豊かな恵みを未来へつなぐ
契機にしていきたいと考えています。 

「全国豊かな海づくり大会・富山大会」の
式典行事、会場歓迎・放流行事、そして関連
行事に参加される県内外の多くのみなさんが、
射水市をはじめとしたこの富山県のすばらし
い風景、食、文化を忘れずに、海づくり大会
が終わっても、またこの会場に戻ってきたい
と思ってもらえるように、おもてなしの心を
持って取り組んでいきたいと考えています。 

 
 
 
 
 

豊かな海づくり大会推進委員会、公益社団法人全国
豊かな海づくり推進協会「全国豊かな海づくり大会 
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ」 

 
 
 
 
 
 
 
環境行政に携わると、法律や条例に基づく業

務のほか、苦情や事故などあらゆる問題に否応
なく対処していかなければなりません。それを
どうやって解決していくかが私たちの大切な仕
事ですが、環境問題は時代とともに変わってき
ているだけでなく、複雑・多様化しており、そ
の解決策も益々困難になってきていると思います。 

こうした中、過去から現在まで時代を巡って
環境問題の解決策は！？と題して個人的な見解を
書いてみました。 

 
＜公害問題として始まった環境問題＞ 

高度経済成長期であった昭和30年代後半から
40年代にかけては、経済発展の反面、全国各地
で公害が頻発しました。特に富山県では、イタ
イイタイ病をはじめとして、ばい煙や粉じんな
どの大気汚染、工場排水による水質汚濁など、
数多くの公害問題があったことから「公害デパ
ート県」とも言われ、私たちの生活環境だけで
なく生命、財産まで脅かされるほど深刻な時期
がありました。 

しかしながら、公害対策基本法のほか大気汚
染や水質汚濁などの各種公害関係法令の整備、
法による環境基準・排出基準などの基準値の設定、
ばい煙の除去や汚水の処理などの公害防止技術
の開発などにより、日本は各種の公害問題を克
服してきました。当時は社会的に大きな問題で
あったことから国・自治体・司法・産業界・住
民など国民全体で解決しようという機運が盛り
上がり、克服することができたのではないかと
思います。 

一部では積極的な公害投資は、経済に悪影響
を与え失業者が増えるのではないかという声も
あったそうですが、公害対策に真摯に取り組ん
だ結果、世界最高の公害防止技術や省エネ技術
を生み出し、国際競争力を付け日本経済の発展
に貢献したことも事実かと思います。 

 
＜環境問題の複雑化とグローバル化＞ 

時代は過ぎ、最近は「公害」という言葉はあ
まり使われなくなった反面、地球温暖化や越境
汚染、希少な種の絶滅など地球的規模の環境問
題がクローズアップされています。こうしたグ
ローバルな環境問題は、私たちの暮らしや健康
に直接的に影響を及ぼすものではなく、また影
響が身近に見えるものではないことから、普段
の生活の中で意識し、問題視することはあまり
無いと思います。 

しかしながら、例えば地球温暖化に対して何
も対策をせず放置しておくと、過去の公害問題
よりも深刻になるのは明らかで、公害問題に見
られなかった異常気象、災害の多発、熱中症な
どの健康被害、食糧不足、新たな病害虫の発生

など、人類社会全体に広範囲でじわじわと効い
てくるものと覚悟しなければなりません。 

それでは、地球環境問題の解決策は何がある
のでしょうか。昔の公害問題であれば、発生源
が特定の工場、特定の地域に限られ、対策が講
じやすかったのですが、地球温暖化の問題につ
いては、先進国と発展途上国が利害関係を超え
て世界全体で考えなければなりません。また、
ＣＯ２が産業活動や生活の中などあらゆる場で発
生し、私たち生活者全てが原因者でもあること
から、原因者と講じる対策が極めて広範囲にわ
たります。こうしたことから地球環境問題は公
害問題よりも解決が格段に困難になっています。 

 
＜私たちができる取組みとは＞ 

今年11月にはパリでＣＯＰ21が開催され、今後
の温室効果ガスの削減に向けて新たな国際的な
枠組みが定められることになりますが、日本は
2030年までに2013年ベースで26％減という目標
に取り組んでいかなければなりません。この削
減幅はかなり厳しい目標であり、国や自治体が
担う役割だけでなく、温暖化の解決策として私
たち生活者１人ひとりができることには何があ
るのでしょうか。 

では、私たちの暮らしの様々な場面を見回し
てみましょう。豊かで快適な暮らしを享受する
一方、私たちは自動車や住宅、食生活、レジャ
ーなどで大量のエネルギーや資源を消費し、年
間１人当たり10トンのＣＯ２を排出しています。
つまり振り返ってみると、節電・節水・弱冷暖
房などの省エネ、リユース・リサイクル、運転
の際のエコドライブ、買い物の際のマイバッグ
の利用、環境に配慮した買い物（グリーンコン
シューマー）など、暮らしの様々な場面でエコ
を意識し、工夫できることがあるということです。 

 
＜終わりに＞ 

東日本大震災以降、原発が全て停止しエネル
ギー問題がクローズアップされると、電力の確
保や経済活動が優先となって環境問題は少し陰
に隠れてしまっているように思えます。とはいえ、
今年の夏の猛暑や台風の頻発が示すとおり、年々
生活の中で温暖化の影響がじわじわと見えるよ
うになったと感じる方も多いのではないでしょ
うか。 

前述のとおり、我が国は公害問題に社会全体
で真剣に取組んだ結果、深刻な公害を解決し、
清らかでさわやかな環境を取り戻すことができ
ました。私たちも環境に目を向け、過去の成功
体験を学び、クリーンで持続可能な社会を社会
全体で目指すべきだと思います。 

地球環境問題に特効薬となる解決策はありま
せんが、みんなが環境を意識して取組み、一人
ひとりの小さな成果が積み重ねられると、きっ
と大きな成果につながるともに、一人の消費者
として環境に配慮した行動を行うと企業の生産
活動も変わってくると思います。 

環境に配慮した生活を心がけ、生活の中でエ
コを「当たり前」と意識して行動してみませんか。 

「環境問題の解決策は!?」  



平成27年９月１日 （13） 第27号 平成27年９月１日 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  （12） 

富山県生活環境文化部環境政策課　　　　　 
廃棄物対策班長　中島　浩薫 

特別寄稿 ふるさとの海を守り、 
　豊かな恵みを未来へつなぐ 

第35回全国豊かな海づくり大会～富山大会～ 
　　　　　　　－海と森つながる未来命の輪－ 

射水市長　夏野　元志 

▲海上歓迎・放流行事のイメージ 

 
 
 
 
 
「全国豊かな海づくり大会」は、水産資源

の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の
大切さを広く国民に訴えるとともに、つくり
育てる漁業の推進を通じて、明日のわが国漁
業の振興と発展をはかることを目的として１、
毎年各地で開催されている国民的行事です。 

この海づくり大会が、今年10月24日、25日に、
「第35回全国豊かな海づくり大会・富山大会」
として射水市をメーン会場に開催されます。
射水市は今年、合併して10年を迎えますので、
この大きな節目となる年に「全国豊かな海づ
くり大会」を開催できることは、非常に光栄
なことです。 

さて、全国豊かな海づくり大会・富山大会
のテーマは、「海と森つながる未来命の輪」
です。このテーマのもと①水産業の明るい未
来につなげていく大会、②「森・川・海」の
環境保全の推進、③おいしい富山の魚など富
山県の魅力発信、④環日本海・アジア地域と
の交流拠点をアピール、⑤「おもてなしの心」
で「温かみ」のある大会の５つを基本方針と
して、県民挙げて取り組んでいる豊かな海づ
くりを一層推進するとともに、神秘の海富山
湾ではぐくまれたおいしい魚、県民参加の森
づくりや国際環境協力など富山県の魅力や先
駆的な取組みを国内外にＰＲするため、射水
市と富山県、関係団体が一緒になって海づく
り大会の成功に向けて取り組んでいるところ
です。 

たとえば射水市では、地元保育園児に魚の
絵を描いてもらったカウントダウンボードを
設置したり、大会開催をＰＲする広告を印刷

した年賀状を販売したり、また稚魚の放流、
海岸清掃や小学校キャラバン、そして出前講
座などに出向くなど、市と市民のみなさんと
が一緒になって海づくり大会開催までの機運
を醸成するために、さまざまな機会を捉えて
啓発活動を行っています。 

さらに、富山湾の「世界で最も美しい湾ク
ラブ」への加盟、県民待望の北陸新幹線の開
業により、県外、特に首都圏の方に富山湾の
シロエビやカニなどの豊かな水産資源、海王
丸パークから望む新湊大橋、立山連峰などの
美しい景観、そして富山の歴史と伝統芸能が
広く認知されるようになりました。これらの
強みを十分に活かして海づくり大会を盛り上げ、
県民をはじめ、射水市民のみなさんにも積極
的に豊かな海づくりの活動に継続的に携わっ
てもらうことで、富山のふるさとの海を守り、
「森・川・海」の豊かな恵みを未来へつなぐ
契機にしていきたいと考えています。 

「全国豊かな海づくり大会・富山大会」の
式典行事、会場歓迎・放流行事、そして関連
行事に参加される県内外の多くのみなさんが、
射水市をはじめとしたこの富山県のすばらし
い風景、食、文化を忘れずに、海づくり大会
が終わっても、またこの会場に戻ってきたい
と思ってもらえるように、おもてなしの心を
持って取り組んでいきたいと考えています。 

 
 
 
 
 

豊かな海づくり大会推進委員会、公益社団法人全国
豊かな海づくり推進協会「全国豊かな海づくり大会 
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ」 

 
 
 
 
 
 
 
環境行政に携わると、法律や条例に基づく業

務のほか、苦情や事故などあらゆる問題に否応
なく対処していかなければなりません。それを
どうやって解決していくかが私たちの大切な仕
事ですが、環境問題は時代とともに変わってき
ているだけでなく、複雑・多様化しており、そ
の解決策も益々困難になってきていると思います。 

こうした中、過去から現在まで時代を巡って
環境問題の解決策は！？と題して個人的な見解を
書いてみました。 

 
＜公害問題として始まった環境問題＞ 

高度経済成長期であった昭和30年代後半から
40年代にかけては、経済発展の反面、全国各地
で公害が頻発しました。特に富山県では、イタ
イイタイ病をはじめとして、ばい煙や粉じんな
どの大気汚染、工場排水による水質汚濁など、
数多くの公害問題があったことから「公害デパ
ート県」とも言われ、私たちの生活環境だけで
なく生命、財産まで脅かされるほど深刻な時期
がありました。 

しかしながら、公害対策基本法のほか大気汚
染や水質汚濁などの各種公害関係法令の整備、
法による環境基準・排出基準などの基準値の設定、
ばい煙の除去や汚水の処理などの公害防止技術
の開発などにより、日本は各種の公害問題を克
服してきました。当時は社会的に大きな問題で
あったことから国・自治体・司法・産業界・住
民など国民全体で解決しようという機運が盛り
上がり、克服することができたのではないかと
思います。 

一部では積極的な公害投資は、経済に悪影響
を与え失業者が増えるのではないかという声も
あったそうですが、公害対策に真摯に取り組ん
だ結果、世界最高の公害防止技術や省エネ技術
を生み出し、国際競争力を付け日本経済の発展
に貢献したことも事実かと思います。 

 
＜環境問題の複雑化とグローバル化＞ 

時代は過ぎ、最近は「公害」という言葉はあ
まり使われなくなった反面、地球温暖化や越境
汚染、希少な種の絶滅など地球的規模の環境問
題がクローズアップされています。こうしたグ
ローバルな環境問題は、私たちの暮らしや健康
に直接的に影響を及ぼすものではなく、また影
響が身近に見えるものではないことから、普段
の生活の中で意識し、問題視することはあまり
無いと思います。 

しかしながら、例えば地球温暖化に対して何
も対策をせず放置しておくと、過去の公害問題
よりも深刻になるのは明らかで、公害問題に見
られなかった異常気象、災害の多発、熱中症な
どの健康被害、食糧不足、新たな病害虫の発生

など、人類社会全体に広範囲でじわじわと効い
てくるものと覚悟しなければなりません。 

それでは、地球環境問題の解決策は何がある
のでしょうか。昔の公害問題であれば、発生源
が特定の工場、特定の地域に限られ、対策が講
じやすかったのですが、地球温暖化の問題につ
いては、先進国と発展途上国が利害関係を超え
て世界全体で考えなければなりません。また、
ＣＯ２が産業活動や生活の中などあらゆる場で発
生し、私たち生活者全てが原因者でもあること
から、原因者と講じる対策が極めて広範囲にわ
たります。こうしたことから地球環境問題は公
害問題よりも解決が格段に困難になっています。 

 
＜私たちができる取組みとは＞ 

今年11月にはパリでＣＯＰ21が開催され、今後
の温室効果ガスの削減に向けて新たな国際的な
枠組みが定められることになりますが、日本は
2030年までに2013年ベースで26％減という目標
に取り組んでいかなければなりません。この削
減幅はかなり厳しい目標であり、国や自治体が
担う役割だけでなく、温暖化の解決策として私
たち生活者１人ひとりができることには何があ
るのでしょうか。 

では、私たちの暮らしの様々な場面を見回し
てみましょう。豊かで快適な暮らしを享受する
一方、私たちは自動車や住宅、食生活、レジャ
ーなどで大量のエネルギーや資源を消費し、年
間１人当たり10トンのＣＯ２を排出しています。
つまり振り返ってみると、節電・節水・弱冷暖
房などの省エネ、リユース・リサイクル、運転
の際のエコドライブ、買い物の際のマイバッグ
の利用、環境に配慮した買い物（グリーンコン
シューマー）など、暮らしの様々な場面でエコ
を意識し、工夫できることがあるということです。 

 
＜終わりに＞ 

東日本大震災以降、原発が全て停止しエネル
ギー問題がクローズアップされると、電力の確
保や経済活動が優先となって環境問題は少し陰
に隠れてしまっているように思えます。とはいえ、
今年の夏の猛暑や台風の頻発が示すとおり、年々
生活の中で温暖化の影響がじわじわと見えるよ
うになったと感じる方も多いのではないでしょ
うか。 

前述のとおり、我が国は公害問題に社会全体
で真剣に取組んだ結果、深刻な公害を解決し、
清らかでさわやかな環境を取り戻すことができ
ました。私たちも環境に目を向け、過去の成功
体験を学び、クリーンで持続可能な社会を社会
全体で目指すべきだと思います。 

地球環境問題に特効薬となる解決策はありま
せんが、みんなが環境を意識して取組み、一人
ひとりの小さな成果が積み重ねられると、きっ
と大きな成果につながるともに、一人の消費者
として環境に配慮した行動を行うと企業の生産
活動も変わってくると思います。 

環境に配慮した生活を心がけ、生活の中でエ
コを「当たり前」と意識して行動してみませんか。 

「環境問題の解決策は!?」  



平成27年９月１日 （15） 第27号 平成27年９月１日 第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま  環 境 タ イ ム ズ と や ま  （14） 

平成27年新春特別講演会・新年賀詞交歓会 
専務理事　廣瀬　淳 

一般社団法人日本環境保全協会 

青年部事業推進協議会 
青年部会長　原野　誠 

一般社団法人日本環境保全協会 

 
 
 
 

今回、（一社）北海道環境保全協会青年部会
設立20周年記念式典にご招待頂き、山内副部会長、
竹林副部会長と三名で出席して参りました。北
海道札幌に到着すると、コートやマフラーを身
につけている道民の方々が多く、一足先に冬の
訪れを感じました。 

まずは、株式会社北洋銀行地域産業支援部の
石森秀三顧問の、「ホッカイドウ・アズ・ナン
バーワン～アジアの中の北海道の未来～」の演
題で記念講演を拝聴しました。岐路に立つ日本は、
少子化による人口減少と長寿化により地域社会
の変化と産業構造の変化を引き起こし、「人口
ボーナス（賞与・報奨）」人口増加で市場が拡
大し経済が発展する「成長」の時代から、「人
口オーナス（重荷・負担）」人口減少で市場が
縮小し経済が停滞する「衰退」の時代へと移り
変わっていくというお話から始まりました。人
口オーナス時代の企業経営・地域経営は、人々
それぞれの考え方（多様な価値観）で生きてい
ける「成熟」の時代へと変化することが大切で
あり、北海道の戦略として定住人口が減るので
交流人口増加で地域創生を図ること、北海道の
移住者を積極的に誘致すること、環境保全に尽
力してアジアの中のナンバーワンを目指すこと
とありました。これは北海道のみの戦略ではなく、
この成熟社会の時代に生きていく私達すべての
戦略としていかなければいけないと実感しました。
最後には、環境と調和した地域に人々は引き寄
せられ、環境と調和する環境保全のプロフェッ
ショナルが活躍する時代であるとあり、私達の
「業」が未来を拓き地域創生を担い期待される
ものであると、改めて責務を感じさせて頂く素
晴らしい講演でした。 

講演後の記念式典祝賀会では、宮城、山形、
茨城、東京、神奈川、静岡、愛媛、宮崎の同業
同志青年部会の皆さんが全国から集結し、また
一社)北海道環境保全協会を支える先輩会員の皆
様が集まり華やかに行われました。北海道青年
部会皆様の素晴らしいおもてなしから生まれた
和やかな雰囲気があり、お陰様で参加された全
県の青年部会長さんとお話をすることが出来ま
した。懇談の中で気付いたのですが、私の右隣
が愛媛県青年部会長さん、左隣が神奈川青年部
会長さん・・・お気づきの方もおられるかと思
います。毎年開催されてきました日本環境保全
協会合同役員会議、改め「一般廃棄物適正処理
推進大会」。昨年は愛媛県で開催され、本年は
神奈川県大会、そして来年は北陸新幹線開業に

より富山県で開催されます。この席次は偶然だ
ったのか？そうでなければ中々粋なことをされ
る北海道青年部会！事実はわかりませんが、お
二方からは大会開催にあたって青年部会として
活動されたこと等をお聞かせ頂き、また参加者
皆様へ「来年富山でお会いできるのを楽しみに
しております！」と各県青年部会長挨拶タイム
にしっかりＰＲさせて頂くことが出来ました。 

最後に、式典では歴代ＯＢのご紹介、設立20
周年記念功労者として多くの先輩会員皆様の表
彰式が厳粛に行われ、改めて先輩諸兄あっての
この業界であり、私達若手が生き生きとこの時
代に腰を据え、幸せに携わることが出来ている
のだと心から感じました。この場をお借りし、
富山県本業界の発展と社会的地位向上のため、
また財産ともいえる自然環境の保全のため、昭
和35年に設立された富山県汲取同業組合、その
後富山県環境保全協会を経て昭和62年に設立さ
れ現在に至る富山県環境保全協同組合に、多大
なご尽力を賜りました歴代会員の皆様、そして
現先輩会員の皆様には心より感謝と御礼を申し
上げます。そして、今回このような経験をさせ
て頂きました上田理事長をはじめ、理事の皆様
には重ねて感謝申し上げます。 

これからの時代、青年部会の役割は非常に重
要になってくると考えています。そして先輩会
員の皆様からは若手に重要感を賜り、今後の成
果に大きなご期待を頂いております。私達青年
部会はそのご期待に応えるべく、「温故知新」
の精神で今後も先輩方からしっかり学び、そこ
から新しい知識や道理・発見を得ながら、さら
なる本業界の発展と環境保全に邁進して参ります。 

 
 
 
 
 
 
開催日：平成27年１月16日（金）
会　場：ホテルグランドパレス

一般社団法人日本環境保全協会平成27年新春
特別講演会・新年賀詞交歓会は平成27年１月16
日（金）ホテルグランドパレスにて開催された。
富山県環境保全協同組合からは廣瀬敏雄相談役、
上田勝朗理事長、島正己理事と私の４名が参加。
新春特別講演会では麻布大学大学院教授早川哲
夫氏による「廃棄物処理と衛生確保の歴史をた
どる」の講演を拝聴した。早川氏は環境省やＷ
ＨＯにて環境行政・水・廃棄物行政に係った経
験から日本における廃棄物行政の変遷や現在の
政府の方針を説明いただき平成13年の省庁再編
により厚生省が所管していた廃棄物行政が環境

省に移管され衛生行政から環境行政に変化し現
在に至る経緯が理解できた。廃棄物の収集、運搬、
処理、処分とは、「我々が出した廃棄物を、衛
生を確保し、人の健康に支障がないよう、かつ
環境に支障がないような形態で、環境に返すこと」
であり、廃棄物処理の原点は「衛生の確保」で
あることを再認識して進めるべきと括られました。 

賀詞交歓会には、望月義夫環境大臣をはじめ
環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 鎌形
浩史部長、小池百合子元環境大臣ら多数のご来
賓にご出席いただき、新年のご挨拶と情報交換
を全国の会員とともにお話しさせていただきま
した。 

 
 
 
 
 
 
平成27年３月16日に開催されました、一般社

団法人日本環境保全協会の第一回青年部事業推
進協議会及び研修会に、山内・竹林の両副部会
長と三名で出席致しました。 

（一社）東京環境保全協会大会議室で開催さ
れた協議会において、協議会規定及び正副委員
長選出について協議され、副委員長に選任頂き
ましたことを、この場をお借りしご報告させて
頂きます。長年、本協議会の発展と業界青年層
の繋がりにご尽力されました、宇田川委員長様
には心より敬意を表し感謝とお礼を申し上げます。
微力ではありますが、（一社）東京環境保全協
会青年部会長である鈴木委員長と共に、本協議
会委員のさらなる絆作り、そして本業界の未来
のため学びある場とするよう邁進して参ります
ので、宜しくお願い申し上げます。 

協議会後の研修会では、アイエムエフ株式会
社ＣＥＯの大塚博巳氏を講師に迎え、「メンタ
ルヘルス・ストレス診断対策（労働安全衛生法
改正について）と題しご講演を頂きました。企
業のメンタルヘルス対策とストレスチェック制
度導入のポイントと課題ということで、事業者
は労働者に対し心理的な負担の程度を把握する
ための検査を行わなければならないこと等の概要、
本制度創設の背景、精神障害の労災申請事例、
メンタルヘルスに関する裁判例等を交えお話を
頂き、事業者として労働者へのメンタルヘルス
を含めた安全への配慮、法律上の義務と責任を
学び、社員の健康は経営資源と捉えること、健
康経営に取り組む事が組織の維持・発展のため
の投資であることを再認識させて頂きました。
社員の不調を本人が訴え出る前に我々が気付け
るよう、また的確な対処が出来るよう、社員が
おかれている状況や業務上起こった出来事、そ

して健康状態の把握にしっかり努めていこうと
思います。 

研修会後は場所をホテルグランドパレスに移し、
60名ほどの参加者で懇親会が行なわれました。
新副委員長ということで急遽、新委員長のご挨
拶後に挨拶と乾杯をせよということで、緊張で
足が震える中スタートしました。しかし、今回
参加させて頂いた目的は学びと交流だけではあ
りません。本年11月20日に富山県にて開催される、
（一社）日本環境保全協会 一般廃棄物適正処理
推進大会（前 日本環境保全協会合同役員会議）
のＰＲを行い、より多くの青年部会員の方に富
山県へ足を運んで頂くという最大のミッション
がありました。このミッション達成のため、富
山県環境保全協同組合の上田理事長が、わざわ
ざ名刺の裏に貼り付ける大会ＰＲシールや、富
山県ＰＲポスターをご準備して頂きましたので、
成果を上げて帰らねばなりません。実は出席し
た３名にとって宴会は大好物・・・いや、多く
の方と交流しお話が出来る宴席は得意分野であり、
大切な業界の話や楽しい笑い話をしながらも、
しっかりと大会の話をさせて頂き、１時間程度
で準備した名刺をすべて配り個人向けＰＲタイ
ムを終えました。 

その後はいよいよ恒例の各県事業報告の時間
となりました。例年は私一人がステージに上がり、
富山県環境保全協同組合青年部会の事業報告を
行っていたのですが、今回は副部会長と三名で
上がり私が自己紹介をしてすぐに、副部会長が
上田理事長からお預かりした富山県ＰＲポスタ
ーを広げ、会場には歓声が起こりつかみはＯＫ。
協議会二日前に開業した北陸新幹線で上京した
旨も伝え、この日のために購入した北陸新幹線
ネクタイを装備しチラリと見せながら、東京か
ら富山まで最短２時間８分で到着出来ることも
アピールし、富山県環境保全協同組合役員及び
会員一同が、皆様が富山へ来て良かったと帰っ
て頂けるおもてなしをさせて頂きますと断言し
てきました。その後の歓談の時間も大会ＰＲに
専念し、参加されたほとんどの各県青年部会の
方から富山県大会参加の確約を得てきました。 

これも今回の協議会参加のみならず、昨年の
北海道環境保全協会青年部会設立20周年記念式典、
そして神奈川県で開催された平成26年度一般廃
棄物適正処理推進大会に参加させて頂き、継続
した繋がり作りとＰＲをさせて頂いてきた結果
だと思っております。このような多くの場に参
加することに多大なご理解を賜りました上田理
事長には、心より感謝申し上げます。この与え
て頂いた時間を決して無駄にしないよう、本年
の富山県大会に向けて青年部会員一同が、もて
なし部隊としてしっかり努めて参りますので宜
しくお願い致します。 

設立２０周年記念式典祝賀会に参加して 
（一社）北海道環境保全協会　青年部会 

青年部会長　原野　誠 
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ーを広げ、会場には歓声が起こりつかみはＯＫ。
協議会二日前に開業した北陸新幹線で上京した
旨も伝え、この日のために購入した北陸新幹線
ネクタイを装備しチラリと見せながら、東京か
ら富山まで最短２時間８分で到着出来ることも
アピールし、富山県環境保全協同組合役員及び
会員一同が、皆様が富山へ来て良かったと帰っ
て頂けるおもてなしをさせて頂きますと断言し
てきました。その後の歓談の時間も大会ＰＲに
専念し、参加されたほとんどの各県青年部会の
方から富山県大会参加の確約を得てきました。 

これも今回の協議会参加のみならず、昨年の
北海道環境保全協会青年部会設立20周年記念式典、
そして神奈川県で開催された平成26年度一般廃
棄物適正処理推進大会に参加させて頂き、継続
した繋がり作りとＰＲをさせて頂いてきた結果
だと思っております。このような多くの場に参
加することに多大なご理解を賜りました上田理
事長には、心より感謝申し上げます。この与え
て頂いた時間を決して無駄にしないよう、本年
の富山県大会に向けて青年部会員一同が、もて
なし部隊としてしっかり努めて参りますので宜
しくお願い致します。 

設立２０周年記念式典祝賀会に参加して 
（一社）北海道環境保全協会　青年部会 

青年部会長　原野　誠 



第23回　立山環境美化登山第23回　立山環境美化登山第23回　立山環境美化登山
開 催 日：平成２７年７月１９日 (日)　曇りのち雨

開催場所：立山室堂周辺　　参加人数：５８名

富山県が、自然公園美化思想の普及を図るため実施している自然公園クリーンデーの事業として、当組合は立山環
境美化登山を平成５年から継続して実施しており、本年で23回目を迎えました。地域の環境保全に寄与することを目
的とし、富山県の代表的な観光地である立山に登って「ゴミを拾う運動」です。近年は、登山者の意識も向上し、様々
な美化活動によりごみはあまり落ちていません。参加することにより、環境に対する意識を改めて認識することも目
的の一つです。今回は県の「森・川・海」リレー清掃キャンペーンにも登録し、富山県からは８名ご参加いただき、
総勢58名で美化活動を行いました。「第４回外来植物の除去活動」も行い11名が参加し、１時間ほどでイタドリ3,462
本を除去しました。立山環境美化登山の近年の天候は、午前中が曇でも帰りは大雨などと変化が激しく、ひしひしと
地球規模での気候の変動を感じます。今年は、高山植物のチングルマやヨツバシオガマが満開でとてもきれいでした。

「第4回外来植物除去活動」11名参加

富山県環境保全協同組合
〒930－0171 富山県富山市野々上字地送６番地
TEL 076 434－2802　FAX 076 434－4440

■㈲朝日衛生社

■㈱黒東アメニティ公社

〒939-0733 富山県下新川郡朝日町月山2201
TEL（0765）82－0585　FAX（0765）82－2634

〒939-0627 富山県下新川郡入善町椚山802
TEL（0765）72－2822　FAX（0765）74－1422

■黒部クリーン㈱
〒938-0015 富山県黒部市北野47-2
TEL（0765）52－0047　FAX（0765）52－5222

■クリーン産業㈱
〒939-8211 富山県富山市二口町1-7-13
TEL（076）421－5626　FAX（076）421－5640

■㈱アースクリーン21
〒934-0056 富山県射水市寺塚原905-3
TEL（0766）84－6648　FAX（0766）84－4055

■新高清掃㈱
〒939-0285 富山県射水市本開発550
TEL（0766）55－1373　FAX（0766）55－2315

■㈲クリーンアクト砺波
〒939-1345 富山県砺波市林1316
TEL（0763）32－1235　FAX（0763）33－2431

■実研工業㈱
〒939-1842 富山県南砺市野田1348
TEL（0763）62－0408　FAX（0763）62－3988

■日環サービス㈲
〒939-1542 富山県南砺市梅ヶ島167-1
TEL（0763）22－2922　FAX（0763）22－7347

■㈱魚津清掃公社
〒937-0807 富山県魚津市大光寺61-1
TEL（0765）22－0311　FAX（0765）23－0536

■㈱アムテック
〒935-0025 富山県氷見市鞍川1383
TEL（0766）72－5656　FAX（0766）72－1808

■㈲福岡クリーン・アルファ
〒939-0121 富山県高岡市福岡町下老子4
TEL（0766）64－6677　FAX（0766）64－6668

■㈱公生社
〒936-0803 富山県滑川市栗山3596
TEL（076）477－1114　FAX（076）477－1628

■㈲婦中衛生
〒939-2759 富山県富山市婦中町友坂252
TEL（076）465－5332　FAX（076）465－5382

■㈱高岡市衛生公社
〒933-0008 富山県高岡市材木町731
TEL（0766）23－2228　FAX（0766）28－1154

■デムラ工業㈱
〒933-0806 富山県高岡市赤祖父557-3
TEL（0766）23－7155　FAX（0766）23－2495

■㈲小矢部衛生工業
〒932-0121 富山県小矢部市矢水町672
TEL（0766）61－4277　FAX（0766）61－4258

■㈲井波庄川衛生工業
〒932-0315 富山県砺波市庄川町示野182
TEL（0763）82－1164　FAX（0763）82－6665

平成27年９月１日 （１）第27号環 境 タ イ ム ズ と や ま
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富山県環境保全協同組合 発行所／富山県富山市野 上字地送６番地

拾ったゴミの集計（394個）

イタドリ3,462本除去 「森・川・海」リレー清掃キャンペーン　わたしたちのメッセージ

平成27年９月１日第27号 環 境 タ イ ム ズ と や ま（16）
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26年度「要望書」 【26年度の要望】
一般廃棄物処理業務委託について
安定かつ恒常的な適正契約締結に
ついて
下水道の整備等に伴う一般廃棄物
処理計画業務等の合理化に関する
特別措置法の遵守について
単独処理浄化槽から合併処理浄化
槽への転換について
浄化槽の信頼向上と安心して使え
る対策について
震災時の避難所に浄化槽の設置に
ついて

市町村の委託または許可で一般廃棄物の収集運搬業務をおこ
なっていますが、富山県環境保全協同組合として現場からの提
案であったり、業務の安定、安全、安心のための要望等を毎年、
県知事と県議会議長、市町村長と各議長に提出しています。都
合がつけば市町村長に直接説明をすることもあります。私たち
は法律を遵守しながら、住民の皆さんが安心して快適な生活が
できるよう日々、こだわりを持って業務をお
こなっています。行政においても担当者が数
年で交代されるということもあり、情報提供
として日頃の課題をお伝えする意味で要望書
や陳情書を提出しています。

ゴミの種類数 ゴミの種類数
お菓子の包み紙
プラスチック類
くぎやピン

つまようじ
ビニールや袋の破片
紙片
ゴム片
針金
金属片

ビニールひも
食品包装紙・木片
空き缶のタブ・傷ばん

銀紙・割りばし

輪ゴム・ガラス
又は陶器の破片

44
37
33

各31

30
27
25
20
19
14

衣類類・
タバコの吸いがら

空き缶・ガム・
発砲スチロール

傘の一部・キャップ・
薬・ストロー・
鱒寿司用の笹の葉・
布片・弁当の醤油入れ・
ヘアーバンド・
ティッシュペーパー・ひも

各12

各3

各2
各1

10
各8
各5

合　　　　　計 ３９４ 11月20日

一般廃棄物適
正処理推進大

会

　　　富山県
大会開催記念

号


